東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち(6) by 木畑 和子 et al.
東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（６）
木 畑 和 子
７．「もう一つのドイツ」
戦後東ドイツに戻ったユダヤ人青年の多くは、イギリスで自由ドイツ
青年同盟（FDJ）に加わって、活動していた。本章ではイギリスの FDJ
の発展の歴史をたどりつつ、彼らがどのように共産主義にひかれていっ
たかを、インタヴューをもとに描いていきたい。
FDJのそもそもの始まりは、１９３６年６月パリで、ドイツの左翼系青
年亡命者グループが集まって、自由青年組織共同体（Arbeitsgemeinschaft
freiheitlicher Jugendorganisationen）を創設し、それが FDJと呼ばれた
ことによる１）。この組織は、ドイツ共産主義青年同盟（KJVD）とドイ
ツ社会主義青年同盟（SJVD）、社会主義労働者青年（SAJ）という三つ
のグループが協働したものである。しかし、国際共産主義運動が統一戦
線路線を決定した後に創設された組織であったにもかかわらず、モスク
ワに忠実な KJVDが FDJを支配しようとしたため、ヴィリー・ブラン
ト（Willy Brandt）らの非共産党系グループから批判が出されるなど、
協働は困難なものとなった２）。
イギリスの FDJの前身となるのは、チェコの FDJ（１９３８年５月創設）
である３）。プラハでは、パリと異なって、KJVDは SJVDと SAJ、社会
民主主義左派などを FDJへ一体化させるために、自らを解散している４）。
このチェコの FDJには、後イギリスの FDJの幹部となるホルスト・ブ
リ（Horst Brie、３８年当時 SJV）５）やブッフホルツ（Adolf Buchholz、KPD、
KJVD幹部）６）などが参加していた。議長にはブッフホルツが選出された。
３８年秋のズデーテン危機後、チェコに亡命していた FDJメンバーを
はじめとする社会主義者や共産主義者は、チェコの残った地域あるいは
１１４（１）
他国へ再移動した。この段階ではじめて、イギリスが政治的亡命地とし
て重要となった７）。すでに本連載で触れたように、イギリスはキンダー
トランスポートや研修生を例外として、亡命希望者の入国を厳しく制限
していた。ブッフホルツらはイギリスの労働関係、宗教関係、平和運動
関係などのさまざまな組織に協力を請い、約３０名の FDJメンバーをイ
ギリスへ入国させることができた。さらにチェコスロヴァキア解体後も、
２０名が渡英できた。非合法のため、危険に満ちた脱出であった８）。
３９年４月にはロンドンでチェコの FDJ会員が集結し、イギリスでの
組織再建が検討された。同年６月（推定）にイギリスの FDJが創設さ
れ、議長にはチェコに引き続いて、ブッフホルツが選出された。メン
バーは約４０名である。イギリスのさまざまなシオニスト団体への参加働
きかけはあまり成功しなかった。７月に採択された綱領には「自立し、
いかなる政党にも所属しない」（第２条）こと、「民主主義的ドイツにお
いてのみ、ドイツ青年が再び自由に自らの運命を決定することができる
と、われわれは信じる。……詩人と思想家の国という名声をもつ偉大な
ドイツ文化を守ることが、FDJ最大の課題である。そこに示された人
間性と国際協調の理念は、国民の敵ファシズムに対する最大の武器であ
る。」（第４条）ことが明記された９）。
組織は全国に拡大し、１０月マンチェスター、１１月グラスゴー、リヴァ
プール、１２月リーズに支部が創設され、ロンドンでもシティ、ハムス
テッド、リッチモンドに FDJグループが生まれた１０）。その後も組織は
拡大を続け、会員数は約６００名（最大で６５０名）に、３９年に発行された平
均７頁にわたる週刊新聞の発行部数は最大で８５０部となった１１）。
【FDJの性格】
イギリスにおけるドイツからの亡命者の特徴は、政治的迫害による亡
命者よりも人種主義的迫害によるユダヤ人の方が多く、またキンダート
ランスポートなどにより若年層が多かったことである。また青年たちは、
労働者階級よりも、豊かな階層のユダヤ人子弟が多かった。そのため
FDJの共産主義青年幹部は、政治を前面に出すということは避け、政
治的に未経験で方向性を失い、絶望的な感情のなかにいる青年たちを把
握することに努めた。彼らの共通した政治的心情は反ファシズムであり、
これこそが自由主義的でブルジョワ家庭出身の会員の共通分母であった。
１１３（２）
家族も、所持金も、働く場もなく１２）、また学校教育を受ける機会もなく、
孤立した青年たちにとって、FDJは故郷と家族に代わるものであった。
キンダートランスポートによって多くの子供が渡英したが、１８歳以上に
なると預かり先の家庭から出なくてはならなかった。幼い子供たちは、
預かり先の家庭でイギリスに同化していったが、年齢の高い子供は、言
葉が通じる同じ境遇の人や、ドイツ文化との接触を求めていたのであ
る１３）。
本稿のインタヴュー対象者のほとんども、中産階級あるいは豊かな家
庭の出身で、社会主義運動や労働運動と関係した家庭の出身者は、ウル
ズラ・デーリング（本稿①）を除いて一人もいない１４）。どのように、彼
らが共産主義に魅力を感じ、戦後ドイツのソ連占領地域に帰国するまで
いたったか、FDJとドイツ共産党（KPD）について質問をすると、FDJ
は共産主義組織ではなく、超党派のドイツ人青年組織であると口をそろ
えて強調する。FDJの活動自体はさきにあげた綱領にあるように、無
党派であったが、KPDとの関係については、インタヴューで具体的に
見ていきたいと思う。
【FDJの活動】
第二次世界大戦開始がドイツ人青年たちを FDJにより近づけること
になった。FDJの活動の中心はロンドンで、４０年以降ウィレズデンと
ハムステッドに集会場や寮として、二つの家を青年会館という形で借り
ていた。そこでは食事をともにしたり、住居、語学コースや衣服や家具、
仕事の斡旋がなされたりした。特に初期には、若い難民が仕事を得るこ
とは困難であったが、FDJはイギリスの青年組織や労働組合とのコン
タクトで職場情報を得ることができた。合唱団や素人劇団、オーケスト
ラ、ダンス音楽のバンドや寄席芸のグループも作られ、講演やディス
カッション、コンサート、ダンスパーティなどが催された。催し物には
多くの来訪者があった。
こうした活動を通じて青年たちはナチス・ドイツとは違う「もう一つ
のドイツ」（das “andere Deutschland”）を代表しようと努力していた。
演劇やコーラス、講演会、「ドイツ国内の同盟者（連合国）展」（Allies
inside Germany、FDKBとの共催）の開催などによって、すべてのドイ
ツ人が悪いのではなく、戦後に新たなドイツをつくることが可能である
１１２（３）
ことを示そうとしたのである１５）。
本稿のインタヴュー対象者もそうであるが、会員たちの多くは指導部
が共産主義者によって占められていることに気がついてはいた。しかし
彼らにとって重要なのは、まずもって反ヒトラーという姿勢であった。
彼らは若く、ヴァイマル共和国時代の KPDと社会民主党（SPD）の対
立を経験していなかった。同じような若い人々と話したい、知り合いに
なりたいという青年たちは FDJに魅力を感じたし、イギリス人に反ヒ
トラーであることを示すことも、必要であったのだ１６）。
青年たちが強制収容されたことが、FDJの発展に大きな意味をもっ
たことはすでに「連載（５）」１７）で述べたが、FDJは募金などを行い、
強制収容された青年の支援を行っていた。強制収容された FDJのメン
バーでは義勇軍に応募したものも多いが、帝国主義戦争であるとの共産
主義者の定義が伝わらず、その認識がないまま、釈放とひきかえに義勇
軍に登録したものも少なくない１８）。独ソ戦開始後、FDJのメンバーは
積極的に軍需産業に入り、より実践的な反ファシズム活動が行えるよう
になった。さらに４３年４月末、イギリス軍戦闘部隊にも従軍できるよう
になると、KPDと FDJは積極的に志願を呼びかけ、約１２０名の FDJメ
ンバーが従軍し（オーストラリア軍へも含む）、前線でも戦い、戦死者
も出した１９）。ただし共産主義者として名前が出ている人々の従軍は難し
かった。ヴェルナー・ヘンドラー（⑨）は従軍を拒否されたが、その頃
空襲があり、復旧作業のために木工関係の職人が求められたのを知り、
さっそくその仕事に応募した２０）。
【指導部交代】
FDJなどによって、KPDはドイツ人青年に影響力をもつことができ
るようになった。４２年春にはフィッシャー（Werner Fischer、元ドレス
デン KJVD幹部）が FDJ内に共産主義青年グループを創設した。３０名
の創設メンバーの中には、FDJのブラッシュ（Horst Brasch）２１）やブリ
などがいた。KPDの支持を受け、またマルクス・レーニン主義に基づ
く組織を作るという、こうした動きは FDJの分裂、反ファシズム青年
運動としての統合力喪失につながった。何人かのメンバーが侮辱され、
排除され、FDJから去ることになった２２）。
４２年３月、FDJ議長のブッフホルツや幹部の一部が辞任し、翌４月
１１１（４）
にブラッシュが第一議長へ選出された。その背景の詳細はまだ分からな
い。世代交代２３）、あるいはブッフホルツ個人に権限が集中しすぎたから
ではないかとするものもいれば、ブッフホルツを指導する立場にあった
KPD指導者シュミット（Heinz Schmidt）が力を失ったことと関係する
のではないかとするものもいる。先に触れた FDJ内から共産主義青年
グループをつくろうとした動きに対し、FDJの統一を困難にするもの
であるとブッフホルツたちが反対し、そのため党指導部の命令によって
辞任したのではないかとの推論もある２４）。またインタヴュー対象者にた
ずねても、若かったため、指導部の内情までは知らなかったと言う人が
ほとんどだった。
ここで問題なのは、ヒトラーと闘うための組織を、共産主義的青年組
織としての FDJにするか、共産主義的青年とその他の青年、キリスト
教徒、ユダヤ教徒、社会民主主義者、ブルジョアなど幅広い社会グルー
プを含んだ FDJかのどちらかにするかという点だった。いずれにせよ、
当時亡命ドイツ共産員は２００から２５０名であり、独立した KPD青年部を
作るほどの力はなかったし２５）、筋金入りの共産主義者は FDJには少な
かった。
KPDは FDJの指導者とプログラムへの影響力を利用し、前述の
フィッシャーが作った FDJ内の共産主義青年グループを、ひそかに教
育した。４５年には、約１００名の青年がこのグループに所属している。こ
のことによって FDJは KPDに人材を供給する機能ももつことになっ
た２６）。ブラッシュのもとで FDJは組織など大きく改編されたが、さら
に組織の性格も、これまでのように家族を失った青年たちを援助するよ
うな活動よりも、反ヒトラー政治活動に重点がおかれるようになった。
とはいえ文化的な催しは続けられ、軍需工場や鉱山や農業で厳しい労働
のなかにいる多くの FDJメンバーには、気づかれるようなことはな
かった。２７）
ブラッシュは「新しいドイツ」というカトリック団体のメンバーでも
あり、彼が議長に選ばれたということは、人民戦線戦術や共産主義者の
新たな構想にとっても、好都合であった。そうした条件のもと、人民戦
線組織の自由ドイツ運動（FDB）が４３年９月２５日ロンドンで創設され
た。FDBを指導していたのは共産主義者だったが、社会民主主義者、
組合活動家、ブルジョア的民主主義者、無党派の反ファシスト、カト
１１０（５）
リック、プロテスタントの聖職者など約４００名がメンバーとなっていた。
FDJは FDBに加盟し、ブラッシュは代表会議の一員に選ばれた２８）。
① ウルズラ・デーリング（１９２１年生）
共産主義者についての彼女の考えは、「私の意見は間違っているかも
しれないし、すべてに該当するとは思わないが」としつつ、次のように
述べた。難民青年たちにとって、なぜ共産主義者の方が社会主義者より
影響力があったかといえば、SPDにもよい人が多いが、KPDの方が強
い信念をもっていたからだ。KPDはシンプルに理論の説明をし、資本
主義と闘った。あまり複雑に話し過ぎないということが重要だ。特に若
い人と話す時はシンプルに話すべきだと思う。ヒトラーが登場した時、
KPDは労働者階級にもっとシンプルに話すべきだった。
彼女は開戦後、ロンドンの軍需工場で働き、ウィレズデンの青年会館
に住んだ。ギゼラ・リンデンブルク（本稿⑥）と同室だった。ギゼラの
夫となるヴァルター・リンデンブルクが軍隊から休暇で訪ねてくると、
二人のために部屋をあけた。住居に関しては、イギリスの左翼の人たち
が経済的援助をしてくれた。FDJを通して、イギリスの社会主義者や
共産主義者と知り合いになったが、とてもよい人たちで、彼女が英語を
上手く話せなくても、彼女の言おうとすることを理解してくれた。
③ アルフレート・フライシュハッカー（１９２３年生）
彼は社会民主党員と共産党員が協力関係になかったことについて、今
から考えてみると KPDが民主主義的ではなかったこと、スターリン主
義的であったことを社会民主党員が警戒したためではないかと思ってい
る。
彼はハムステッドの FDJの青年会館に住み、積極的に活動に参加し
た。この共同生活では、収入に応じて生活費を出すことになっていた。
約２、３０名の若い難民の男女が２つか３の部屋に住んでいたが、家庭を
失った青年たちに家族の代わりを与えるものであった。
またこの会館は社会的なセンターでもあった。いろいろなコースや講
義があり、また同じハムステッドにある自由ドイツ文化同盟
（FDKB）２９）の文化的催しとともに、彼らがドイツで中断した学校教育を
補う場を提供してくれた。この会館は青年たちの素人演劇やコーラスの
１０９（６）
練習場でもあり、青年たちは仕事が終わるとほとんど毎晩練習した。ブ
レヒトなどの戯曲を演じ、またコーラスでは反ファシズムの運動歌やド
イツやイギリスの歌を歌った。週末には、FDJ以外の人々を集めてこ
の二つの青年会館で上演した。彼は演劇に夢中だった。他に娯楽として、
ハイキングや映画鑑賞があった。ほとんどソ連映画のみを上映する映画
館がチャリングクロスにあり、青年たちはそのような映画を好んだ。
ファシズムと闘うソ連に対し、多くの人々がシンパシーをもったと彼は
思っている。
日常は労働だった。ファシズムとの闘いに全力を尽くしたいと思い、
軍需工場で働いた。軍需工場での仕事以外にも、消防団などで戦争遂行
に協力した。またイギリスの青年運動組織と協力し、援農兼キャンプ活
動もし、もちろん酒場にも行った。
１９４３年夏、青年会館から友人と出た。ここでの生活は孤独を感ぜずに
済むが、親しい女友達あるいは男友達だけになるということもできず、
あまりにもプライベートな空間が少なかったからだ３０）。
④ クルト・グートマン（１９２７年生）
彼はグラスゴーの軍需工場で機械工として働いた。グラスゴーでは創
設されたばかりの FDJに入った。FDJの共同住宅に住み、夜も一人
ぼっちということはなくなった。メンバーは３５～４０人ぐらいだった。女
性が半分ぐらい、またユダヤ人の割合は半分ぐらいだった。食堂があり、
さまざまな活動があり、催し物があった。FDJではコーラスに入り、
労働組合や生活協同組合などの集まりで歌った。その際は常に講演者も
一緒で、ドイツ国内の反ファシズム運動について話した。ダンスの夕べ
では入場料を徴収する係で、踊ることなどできなかった。毎晩のように
FDJの活動に参加した。
彼はまず組合活動に入ったが、４４年末に共産党員となった。彼の母親
は常に、キリスト教徒もユダヤ人も無神論者もすべて人間だということ、
また人と分かち合うことの大切さを教えてくれた。この考え方が彼を共
産主義に結びつけたと言う。権利のない工場労働者たちの姿が彼をめざ
めさせた。共産主義はチェコからイギリスに亡命した友人から学び、『共
産党宣言』などを読んだ。
SPDに入党しなかったのは、ゴットフルヒト（Hans Gottfurcht）３１）の
１０８（７）
ためもある。彼はゴットフルヒトを国際労働運動の連帯を壊した人間だ
と非難する。グートマンが従軍の際、労働組合から脱退するために、
ゴットフルヒトに会ったが、彼はグートマンに、ドイツ人がドイツ人を
撃つのか、と言った。彼はこの言葉を決して忘れない。この時期にはア
ウシュヴィッツのガス室のことも、リディツェの虐殺ことも、ワルシャ
ワ・ゲットーのことも知られており、グートマンは家族を早く助けたい
一心で志願したのに、ゴットフルヒトは戦おうとしなかった。しかし理
解されなかったのは、ゴットフルヒトのみではなく、他の共産主義者か
らも、なぜ資本主義の軍隊に入るのかと非難された３２）。
⑤ ヘラ・ヘンドラー（１９２３年生）
彼女は FDJについて、反ナチの亡命青年たちがイギリスの戦争を支
援するための超党派の組織であったと言う。彼女はオックスフォードの
FDJで女子部の代表を務めた。会費を払うような団体ではなかったた
め、会員数は分からない。彼女の妹も、また妹の夫となる人も FDJの
メンバーだった。彼女は病院勤めのため、早起きしなければならないの
で、夜の活動にはあまり参加できなかったが、FDJは何かを学びたい
という思いの強かった青年たちにいろいろな機会を与えてくれた。彼女
も FDJで知り合った、ヴェルナー・ヘンドラー（⑨）と４５年３月に結
婚した。
⑥ ギゼラ・リンデンベルク（１９２５年生）
彼女は FDJについて次のように回想している。「FDJには KPDだけ
でなく、SPDの人もいた。皆、同じ関心と同じ理想をもっていたと思
う。もちろん組織というのは目的があるということも分かっている。SPD
と KPDの人たちが協調していたかどうかということに関しては、分か
らない。私には政治的なものについての洞察力が欠けている。でも、な
ぜユダヤ人がドイツを出なくてはならなかったか、常に考えていたので、
FDJでいろいろ学んだことは重要だった。」
FDJのメンバーは１８歳から２４歳ぐらいで、FDKBや FDBで活動して
いた人は少し年齢が上だったため、彼女自身は FDKBや FDBには関係
していない。ウィレズデンの青年会館のすべての住人は収入に応じてお
金を出しあった。それで家事賄いの人を頼むことができた。
１０７（８）
彼女はホコリの舞うぬいぐるみ工場をやめ、習得した速記とタイプで
仕事を得ることができた。英国情報省が発行したドイツ語の『新聞』（die
Zeitung）３３）という名前の新聞の編集局の受付と電話交換手をしたことも
ある。そこではナチ以前ドイツで活躍していた著名な編集長をはじめ、
すぐれた人々と知り合いになることができ、非常におもしろい仕事だっ
た。FDJのメンバーであることで何か照会されることはなかった。セ
バスチャン・ハフナー（Sebastian Haffner）は、編集長にこういうテー
マについて、あと１０分で記事を書いて欲しいと言われると、その通り記
事を書き上げていた。彼は特別な能力をそなえた人だった。
彼女は１９４４年に結婚したが、彼が青年会館にたずねてきた時の話しに
なると、今でもウルズラ（①）にからかわれる。夫のヴァルターは技術
部隊（Royal Electorical Mechanical Engineer. REME）にいた。結婚し
たころは、両親はもう殺されていると思っていた。どのように、情報が
入ってきたかはもう思い出せないが、多くのユダヤ人が殺害されている
ということは伝わっていた。
⑦ インゲ・ラメル（１９２４年生）
彼女はロンドンで一人暮らしをしながら、働き、空いた時間を FDKB
や FDBの活動にあてた。ヴァンシッタート主義とも闘うために、イギ
リス人に、ドイツ人にはナチスだけではなくファシズムと闘う者もいる
ことを示すことが重要だった。
FDKBでは反ファシズム的啓蒙活動のため、さまざまな講演会が行
われた。多くの芸術家がおり、ココシュカなどブルジョア的な芸術家も
最後まで活動していた。彼をはじめとして、イギリスには多くの知識人
が亡命しており、彼女にはよい学びの機会となった。夏には、借りた小
さな家でコンサートや劇をしたり、展示をしたりした。
彼女は FDKBのコーラスに入った。彼女のレパートリーには「ムー
ア人の兵士の歌」、「ダッハウの歌」があり、イーストエンドなどで歌っ
た。文化活動は非常に重要で、よい反ファシズム活動だったと思ってい
る。このコーラスは空襲の時に、防空壕や地下鉄の構内でも歌ったこと
もあったが３４）、ロンドンにきたのが４３年だったので、彼女自身は防空壕
で歌ったことはない。
FDBでは彼女は反ファシズムを訴えた印刷物を配る仕事をしていた。
１０６（９）
『共産党宣言』など共産主義理論は党で学んだ。彼女は４６年に KPD党
員となった。
⑧ マリアンネ・ピンクス（１９２４年生）
彼女は FDKB議長のフラードゥング（Johan Fladung）３５）の秘書とし
て働いた。フラードゥングは、ゲスターポの拷問により体に重い障害を
おい、視力も失っていたが、彼女はその彼の手足のような役割を務めた。
FDJに彼女を連れて行ってくれたのは、FDKBに出入りしていたブ
ラッシュである。FDJではドイツに関する講演を行うことも仕事の一
つであり、ブラッシュが話す時に誘われた。
独ソ戦開始後、難民は何らかの形で戦争遂行を支える義務があるとさ
れたので、議長秘書はよい仕事であったにもかかわらず、彼女はその仕
事をやめた。政府の訓練センターで旋盤工としての訓練を受けた後、軍
需工場で働いた。海軍への納入資材を生産するこの小さな工場の経営者
はドイツ人難民であったが、３０人から３５人いた労働者のおよそ三分の一
も同じくドイツ人難民だった。ドイツ人たちのなかには、チェコから亡
命した政治活動経験が豊かな人たちもおり、彼らの積極的なプロパガン
ダに影響を受けて、全員が労働組合に組織されていた。比較的高い報酬
を得ることができたという。
男性たちはとても親切で、仕事を教えてくれるだけでなく、彼女たち
を笑わせようといろいろおかしなことを言ったりして、非常によい雰囲
気だった。後、東ドイツであまりにも多く聞いたため、感じるところも
なくなったスローガンであるが、「よりよく働こう noch besser
arbeiten」という呼びかけのもと、勝利のために働いた。機械の前で１０
時間ぐらい、時によっては１２時間ぐらい、脚がむくむまで、働き続けた。
そのころ彼女はそれでよいと思っていた。
労働組合のメンバーであることと共産主義教育（後述）とで、何か違
和感はなかったろうか、という筆者の質問には次のように答えてくれた。
労働組合は、労働の中で生じる問題を扱う労働者のための組織だ。共
産主義をどう理解するかにもよるが、独占資本主義が絶対的な影響力を
もち、それによって貧富の差や戦争が起こるという考えをもった、とい
う意味では自分は共産主義的だ。人間の搾取という、あの剰余価値理論
１０５（１０）
にはとても感心した。ソ連に問題があることは分かっていなかった。私
たちにとって、ソ連は唯一、正義の社会が実現された国家だった。もち
ろん、すべてがうまくいっているとは思っていなかったが、よりよい公
平な社会をつくる過程にあると思っていた。それが大きな目標だった。
あの頃、世界は単純明快だった。
マルクス主義思想は学んだが、他のさまざまな思想があるということ
は教わらなかったので、その中から自分に合った思想を見つけていくと
いうという形をとることができなかった。もちろん、トロツキー主義な
ど知らなかった。SPDの人たちが、若者を自分たちの側に取り込もう
としたかどうか、はっきり分からないが、おそらくやっていたのだと思
う。なぜならば私たちは常に、SPDの人々には耳を傾けないように、
彼らの言うことはすべて間違っている、と言われていたからだ。SPD
と KPDは常に敵対していた。東ドイツの SEDのことを考えてみれば、
人民戦線というものがどの程度本気に考えられていたか分かる。KPD
は SPDとともに、歩みたい、しかしそれはあくまで自分の監督下であ
れば、ということだったのだ。真に対等な関係での統合などはありえな
い。東西両ドイツの統一も、兄弟だなどといっても、結局は強い側が弱
い者を圧倒するものだ。それが嫌ならば、統一は無理だろう。
FDJのメンバーはブルジョア的な両親をもつ非政治的な若者が大多
数だった。３３年以降ユダヤ人たちは屈辱的な扱いを受け、抑圧されてい
た。あらゆる文化的・政治的なものから締め出され、親からは口をつぐ
め、ユダヤ人でありながら嫌がらせも受けずに道を歩けることを幸せに
思うべきだなどと言われ、政治的な意見を表明することを避けていたの
だ。ウルズラ・ヘルツベルク（⑩）が KPDによって FDJが「生命を吹
き込まれ、操作された」と書いていること（後述）は３６）、非常に的を射
た表現だと思う。この人たちがファシズムと闘うという考えを FDJに
もち込んだのだ。とはいえ、騙されたという気持ちは全くない。皆とて
も若くして家族を失い、進む先も分からなかったが、そこに彼らが方向
性を示し、われわれはそれを信じた。また、ウルズラがこのことを最初
「気がつかなかった」、と書いているのもうまい表現だ。「気がつかず」
に演劇などの文化的プログラムや共同体に惹きつけられ、無邪気に、軽
い気持ちで FDJに入った。若者たちの上に政治的なものが撒かれたの
だ。私のようにそれを受け入れた者もいるが、大部分のそうではない人
１０４（１１）
たちは、ドイツへ帰らなかった。
FDJは超党派的大衆組織であったため、政治的関心がある者は、直
接別に声をかけられた。週に一度の小さい討論サークルに参加する気が
あるか、他の人には言わずに、何時にどこそこで会おう、あなたはこの
グループに入るなどと、振り分けられた。私の場合は、結婚後だった。
日曜午前にヘルツベルク（⑪）のアパートに集まる時も、たとえば１０時
きっかりに１０人で行くようなことはせず、目立たぬようにした。イギリ
スの公安が、共産主義的な若者の組織化に関心をもっていたからである。
KPDはイギリスにとって好ましくないものであり、イギリスでは半合
法的立場にあった。ドイツの共産主義者たちは、チェコに亡命し、ドイ
ツのチェコ侵攻後イギリスにきた人たちだった。
ソ連が攻撃されてから、初めて正義の戦争であるということになった
が、そういう定義は自分たち自身で考えたものではない。指導的立場の
人たちが非合法組織の集会で決めてきたことを伝えられただけである。
今は正義の戦争だから、軍需関係の仕事をするように言われ、そしてそ
れを私たちは受け入れた。
知り合った亡命共産主義者たちは、ユダヤ人のように迫害を受けたわ
けではないのに、その信念によってファシズムと闘っている人々であり、
利己心がなく、勇気に満ちていることに強い感銘を受けた。彼らは理論
家としてではなく、命を賭けてその思想を実践していた。自分たちはま
だシンパというレベルだった。
彼女は結婚前、ハムステッドの青年会館に母親と一緒に住んだ。フラ
イシュハッカー（③）とも同じ青年会館だった。２５人ぐらい住んでいた
と記憶している。一階が催し物会場で、二階から上が寝室だった。母親
は青年たちの食事の世話をすることになっており、我が家のように感じ
たようで、母親もまた青年たちも喜んで、ちょっとした家族のようだっ
た。しかし、ブルジョワ的倫理観をもった母親はいろいろなことに目を
つぶらなくてはならなかった。家族を失った青年たちはパートナーを求
めていたが、そのパートナーを頻繁に変えていた。母親は、青年たちは
よい人たちだし、また自分の担当は料理なのだから、そのようなことは
関係がないとは言っていたものの、やはり不愉快なことだったようだ。
結局二人は、青年会館に数か月住んだだけで出ることになった。母親は
別の住居から、料理を作りに通った。
１０３（１２）
FDJはセクト的な組織ではなく、青年たちに目的を与えようとした
大衆組織であって、在英ドイツ人難民青年をできる限り組織しようとし
た。青年たちの中にはドイツと関わりたくないという人たちが多かった
ので、なおさらこのような組織は重要だった。FDJでは週に一度「夕
べの集い」があり、ドイツの政治状況について年長者が講演したり、歌
を歌ったり、詩の朗読があったり、さまざまな文化活動を行った。それ
ほど政治的議論をしたわけではなく、仕事や若い女性について話したこ
ともあった。議論については、教え諭されるという状態だった。メン
バーから音楽家を二人輩出した。その他、対外的には、ドイツ人が皆ナ
チではない、というスローガンをかかげて、ドイツにも反ナチがいるこ
とについて講演会を行ったり、「ドイツ国内の同盟者（連合国）展」を
開催したりした。ブラッシュはいろいろな青年組織に行って、ドイツの
青年組織についての講演を行った。
４３年末に結婚した彼女は、夫（ヨッヘン・ヴァイゲルト Jochen
Weigert）のいたレスターに移り、二人の子供に恵まれた。１歳半年上
の夫はイギリスに研修生として入国し、スコットランドで道路工夫とし
て働いていた。会社を経営していた実家は非常に豊かで、家族はナイロ
ビに出国することができたが、彼は一緒に行かず、３９年４月イギリスに
渡ってきていたのである。道路工夫時代にイギリスの社会主義者と知り
合い、影響を受けたようだ。彼もカナダに強制収容されたが、その収容
所での共産主義者との出会いによって、共産主義者となっていった。
強制収容された人々が少しずつ釈放され、青年たちが FDJにやって
きた。FDJの女子は、新たな帰還があるたびに、今度はどんな人がく
るか楽しみだったと言う。４１年か４２年にハンス・ヘルツベルク（⑪）と
ピンクスの夫がレスターに帰還した。なぜレスターだったのかは知らな
いが、二人は農家で働いた。二人とも非常に豊かな家庭出身であるが、
それぞれ両親に批判的で、農業を楽しんでいた。
レスターでは、子供が生まれる前まで速記タイピストとして働いた。
社長があまりに不親切なので、自分のことが気に入らないのかと聞いた
ら、「もちろん、誰がお前たち（ユダヤ人難民のこと）を好きなものか、
だが私は自分の仕事を片付けなくてはならない」と言われた。彼女はこ
のことを決して忘れないと言う。
彼女の夫は軍隊に志願したが、カナダ時代の記録に共産主義者とあっ
１０２（１３）
ため、従軍できなかった。また戦争末期、夫は落下傘でベルリンに降り
情報収集を行うというアメリカ軍の作戦にも志願した３７）。この作戦では、
着陸後すぐに潜伏できるように、親戚がいたり、土地勘があったりする
人が必要であり、夫はベルリン出身ではなかったために、選ばれなかっ
た。夫はこの作戦は非常に重要だからと志願したが、危険なものであり、
妊娠中の彼女は採用されなかったことに心から安堵した。
⑩ ウルズラ・ヘルツベルク（１９２１年―２００８年）
彼女はレスターで FDJの活動に入った。彼女もヴァンシッタート主
義と闘うために、ドイツに抵抗運動があることを伝える活動を行った。
工員向けの工場内放送で抵抗運動について話すことは問題なかったが、
ソ連軍兵士のためにレントゲン車を購入する募金活動をしたところ、馘
になりそうになった。経営者は労働運動のみならず、ソ連を非常に嫌っ
ており、そのソ連のための募金活動が問題にされたのだ。工場の組合幹
部が強く抗議してくれたため、仕事を失わずにすんだ。
FDJでは多くのカップルが誕生し、彼女も４３年、２１歳の時にハン
ス・ヘルツベルク（⑪）と結婚した。ちょうど「ドイツ国内の同盟者（連
合国）展」に携わっていて、非常に忙しい最中だった。結婚届もその合
間に抜け出して、提出しに行ったような状態だったが、このような活動
の中で、自分が必要とされていると感じ、FDJでの活動が将来に役に
立つと思ったため、そのような行動をとったのだ。この展示会の反応は
とてもよかった。ドイツにも反ファシズムの運動があることを理解して
もらえたと彼女は思っている。翌４４年に最初の子供が生まれた直後に、
彼女の夫は志願し、イギリス軍兵士となった。
FDJの歴史を考えるにあたって、イギリスにおける KPDの役割を考
えなくてはならない。KPDによって FDJは生命を吹き込まれ、操作さ
れた。そのことを彼女たちは最初、気がつかなかった３８）。このことに関
して、彼女もピンクス（⑧）同様、騙されたとは思っていない。最初か
ら左翼的なグループだということは分かっていたし、彼女自身も反ファ
シストで左翼だったからである。彼女たちは次第にマルクス・レーニン
主義の学習にさそわれ、さらに KJVにさそわれ、KPDの党員となった。
４３年ロンドンで KPDの党細胞の幹部になった。トロツキストについて
耳にしたことはもちろんあるが、関わるべきではないということは知っ
１０１（１４）
ていた。他方、FDJに参加していた SPD支持者やシオニストなどは、
共産主義的な考えがもち込まれていることに次第に気づき、やめていっ
た。
FDJは共産主義の大衆政策の草刈場であった。政治的亡命者たちは
青年を得て、反ファシズム的ドイツ建設に参加させようとした。青年た
ちの多くはイギリスにくるまでほとんど共産主義と関係がない、ブル
ジョアや小ブルジョア的環境にあった人々だった。しかし、彼女にとっ
てマルクス・レーニン主義は真実を啓示するものであり、党員と認めら
れたことを非常に誇らしく思った。
なぜ、SPDよりも KPDに惹かれたというのかという筆者の質問に対
しては、彼女はヴァイマル共和国末期にすでに KPDに関心をもってい
たということ、そして KPDが青年たちへの働きかけに非常に熱心で
あったことを挙げた。彼女は平和、人間の平等、機会均等、人種や宗教
で分けられない世界をつくるというこの思想に強く惹かれたと言う。プ
ロレタリア運動が世界で同時に平等のために立ち上がれば、ユダヤ人の
抱える問題も解決されると思ったのだ。彼女は『共産党宣言』を読み、
ドイツ労働運動史、共産党史、ロシア共産党史、ロシア革命などマルク
ス主義教育を受けた。彼女は当時のテキストをまだ所有しており、筆者
にそれを見せてくれた。マルクス・レーニン主義は、彼女に一つの世界
観を与え、いかに世界を変えるべきか、自らはいかなる役割を果たすこ
とができるかという道を示すものであった３９）。
ただし FDJ内で社会民主党員と共産党員の対立があったことをめぐ
り、彼女は KPDがセクト的であったと批判する。
⑪ ハンス・ヘルツベルク（１９２１年生）
彼はレスターでヴァイゲルト（ピンクス⑧の夫）と一緒に農家で働い
ていた。ヴァイゲルトは１９歳でレスターの FDJ議長に選ばれるなど、
すべてにおいて、非常に卓越した人物だった４０）。雨が降ると農業につい
ていた仲間と議論をした。独ソ戦によって、帝国主義間の戦争から反
ファシズム戦争になったのか、あるいはそもそも最初から帝国主義戦争
ではなかった、ということなのか、なぜ第二戦線が開かれないのかなど
がテーマだったが、今日の視点とは異なる限られた議論だった。スター
リンについても、少しネガティヴなことを耳にしたが、若い彼らには、
１００（１５）
スターリンによる裁判についてのニュースは入ってこなかった。もし、
本当のことを聞いたとしても、信じなかっただろうと言う。
レスターの FDJの創設はまずは４１秋のブリティッシュ・カウンシル
主催の独・墺・チェコ・ハンガリー難民のためのダンスの夕べにさかの
ぼる。この夕べに彼はヴァイゲルトや仲間たちで参加し、若い女性と踊
りながら「青年グループに関心ない？」と誘い、この夕べが終わる時に
は、ブリティッシュ・カウンシルに難民青年グループを創設するという
話をすることができた。会場を提供するブリティッシュ・カウンシルは
国別の組織よりも、これらの国々全体を包括するような非政治的グルー
プを望んでいた。レスターではこのような国際主義的交流と別であるこ
とはありえず、他の国の青年との接触から学ぶことは多かった４１）。
このような交流のなか、ヘルツベルクらはレスターに FDJを創設す
ることになった。しかし FDJや FDKBの創設には、必ずしもドイツか
らのユダヤ人亡命者の賛同を得られたわけではない。政治亡命者は少な
かったし、他方ほとんどのユダヤ人たちはナチの残忍な行為が伝わって
くるにつれ、イギリスに完全に同化するか、あるいはアメリカ合衆国か
パレスティナへ出国することを考え、ドイツと向き合うことをしようと
しなかったのである。そのため FDJや FDKBは青年たちがドイツへ関
心をもち続けるように、ナチが禁止した民主主義的、進歩的な文化に関
わるように、多様な活動を行うことになった。ソ連軍へレントゲン車を
贈る募金が成功したりしたことも、ドイツの未来像について議論する
きっかけになった。こうした議論は職場のみならず、生活協同組合、婦
人・青年グループ、労働組合や教会でも行われ、クエーカーも尽力して
くれた４２）。
他にも反ファシズム文学について、たとえばフォイヒトヴァンガーや
ハインリッヒ・マンなどについても話し合った。ドイツからの亡命者の
なかには、全財産をもち出すことができた人もいて、そういう人たちが
売ったのかどうかは分からないが、ドイツ書籍の古本屋でそのような本
が手に入ったのだ。
彼はレスターの FDKBで書記を務めた。FDKBは亡命してきた政治
家や芸術家が中心メンバーであり、財政的にはキャドベリー社主（ク
エーカー系）が援助してくれた。組織運営はほとんど女性の手によって
なされていた。ブレヒトなどの劇を上演するグループ、朗読、作家の講
９９（１６）
演など、文化的催しが開かれた。レスターの FDKBはドイツで活動を
禁止された画家の展覧会も開催した。裕福な難民のなかには絵画をイギ
リスにもち込んだ人たちもおり、またレスターの美術館の協力を得たが、
ドイツによる空襲がまだなお続くなかでの開催は、絵画への保険をはじ
めとして困難を伴った。
一度彼は、生活協同組合の女性グループで話をしたことがある。FDJ
の女性メンバーがナチ・ドイツの女性たちというテーマで話をすること
になっていたが、突然行くことができなくなった。彼はその代理だった
が、どうにかこの役割をこなした。議長が「最初、この若い人が入って
きた時、ちゃんとやらなかったら、二、三回頬をたたいて、つまみ出そ
うかと思っていたけれど、話を聞いてみて、興味を惹く報告だったと思
う。会場の皆さんいかが？」と呼びかけて、FDJのためにと、かごか
ら出したカリフラワーのせり売りを提案してくれた。それで数シリング
を FDJのために稼ぐことができた４３）。この体験について、彼はとても
楽しそうに筆者に話してくれた。
SPD幹部のなかには KPDと共闘しようという人も多くいたが、反対
する者もいた。彼はまた FDJや FDKBの活動を通して、年長の KPD
幹部と若い世代にはある種の溝があったことは感じた。若い世代は反
ファシズム闘争における SPDとの古い政治的対立の感情は共有してい
ないし、また年長の幹部にはブルジョア出身の若人とはかかわりをもち
たくないという姿勢を示す人もいたという。また、筆者が FDJグルー
プ内のスパイがイギリスの秘密情報組織に情報を渡していたという件４４）
について質問したところ、FDJも FDKBでも活動的な亡命者組織で
あったため、監視されていたことは確かだという答えだった。
彼は自分が軍隊に入隊できたのは、例外的だったと言う。彼は入隊し
た時にはすでに KPD党員だった。部隊に支給された軍服が夏服なので、
どこに配属されるかと思ったらビルマだった。すぐに上官に、自分は日
本軍とではなくファシズムと戦いたいと申し出、それが認められた。彼
は二等軍曹となったが、イタリアでは通訳の仕事につかされるなど、完
全な前線ではなく、またいつも疑われていたような気がすると回想して
いる。
９８（１７）
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47.
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１０） その他、シェフィールド、ボーンマス、ブリストル、リッチバラ、バー
ミンガム、ケンブリッジ、レスター、オクスフォードなどにも FDJ組織が
創設された。Fleischhacker（Hrsg.）, Das war unser Leben , 199―200, 269.
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イツ系亡命者数は約２万人であり、うち約４０００人が政治亡命者、１万６０００
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/Lange/Noack, “Das neue Leben muβ anders werden...” , 193, 197―198 ;
Bernhard, Die Geschichte der FDJ, 39.
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